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雲南市予算概要 2～3

地域委員会委員の募集 

市政懇談会日程ほか 

民生委員・児童委員、主任児童委員紹介ほか 

雲南市NEWS 

Hello Everyone ～うん、なんでしょう～ 

ふるさとウォッチング 

雲南市からのお知らせ 

まちのHOTな話題 

図書館だより 

子育て支援センターの活動案内 
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男性・・ 

女性・・ 

22,251人 人　口 46,055人 
23,804人 

平成17年1月1日現在 
世帯数 13,461世帯 

平成17年雲南市消防出初式 
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平成16年度予算について 

　平成１６年度の雲南市予算は、今年

度旧町村で編成された年間の予算から

合併（10月31日）までの決算額（収入・

支出済額）を差し引いたものに、合併に

よる経費の増減を加味したものです。 

　新規事業として奥出雲バラ園関連事

業（７，５６０万円）や高速道路関連事業（１，

４２０万円）、雲南市高齢者人材センター

事業（４２０万円）のほか、合併に伴う基

金積み直し分（４９億５,１５９万円）、旧町

村決算による収支不足の補てん金（16

億2,068万円）などが計上してあります。 

※合併時から平成16年度末までの予算です。 

依 

存 
財 

源 

自 
主 

財 

源 

30.6％ 

69.4％ 

市税 
4.7％ 1,180,216千円 

諸収入 

5,971,019千円 
24.0％ 

地方交付税 

4,158,393千円 
16.7％ 

国庫支出金 
2,252,308千円  9.1％ 

県支出金 

3,479,806千円 
14.0％ 

3,479,806千円 
14.0％ 

市　債 

6,851,000千円 
27.5％ 

地方譲与税 285,681千円  1.1％ 地方消費税交付金など交付金 

254,871千円  1.0％ 

使用料及び手数料 

254,089千円  1.0％ 

分担金及び負担金 

165,798千円  0.7％ 

財産収入、繰入金及び寄附金 

33,519千円  0.2％ 

一般会計 

歳 入 

市　債 
（借入金） 

149千円 

諸収入 

130千円 

市　税 

26千円 

その他 

10千円 

国・県 
支出金 

124千円 

地方交付税 
・地方譲与税 
・交付金  
102千円 

市民1人あたりの歳入予算額（平成16年12月1日現在の人口で除したもの）合併時～平成16年度末　540千円 

その他 

19千円 

市民1人あたりの歳出額（平成16年12月1日現在の人口で除したもの） 

　　　　　　　　　　　　　　　　 合併時～平成16年度末 

一般会計 

歳 出 

総務費 

8,104,200千円 
32.6％ 

土木費 

3,391,255千円 
13.6％ 

公債費 

3,292,050千円 
13.2％ 

民生費 

2,573,625千円 
10.3％ 

農林水産業費 

2,501,727千円 
10.1％ 

消防費 

労働費 

261,684千円  1.1％ 
災害復旧費 249,391千円  1.0％ 

諸支出金 1,620,679千円  6.5％ 

教育費 1,406,049千円  5.7％ 

衛生費 1,106,261千円  4.4％ 

商工費 232,971千円  0.9％ 28,635千円  0.1％ 

予備費 20,000千円  0.1％ 

議会費 98,173千円  0.4％ 

国民健康 
保険事業 

事業勘定分 

診療施設勘定分 

2,149,600 

146,600 

590,000 

2,900,200 

2,310 

2,769,900 

13,500 

2,910 

23,350 

558,800 

16,310 

27,900 

48,000

簡易水道事業 

老人保健 　 

農業労働災害共済事業 

生活排水処理事業 

幡屋財産区 

阿用財産区 

ゆとりの里事業 

土地区画整理事業 

ダム対策事業 

発電所事業 

清嵐荘事業 

当初予算額 会計の名称 

（単位：千円） 

特別会計 

総務費 

176千円 

土木費 

74千円 

公債費 

71千円 

民生費 

56千円 

農林水産業費 

54千円 

教育費 

31千円 

衛生費 

24千円 

諸支出金 

35千円 

一般会計 
当初予算 総額 24,886,700千円 
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一
般
会
計
・
特
別
会
計 

一
般
会
計
は
、
福
祉
、
土
木
、
教

育
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
わ

り
が
あ
る
基
本
的
な
経
費
で
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
処

理
す
る
会
計
と
し
て
特
別
会
計
が
あ

り
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健

事
業
な
ど
12
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。歳

　
入 

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
市
税
（
市
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば
こ
税
・

入
湯
税
）
の
ほ
か
、
預
金
利
子
や

貸
付
金
元
利
収
入
な
ど
の
諸
収
入
、

地
方
交
付
税
（
市
町
村
の
税
収
入

格
差
を
調
整
す
る
た
め
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
交
付
金
）
や
地
方
譲
与

税
（
国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
後
、

市
に
譲
与
さ
れ
る
税
）、
市
債
（
市

の
借
入
金
）、
国
や
県
か
ら
の
支
出

金
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
　
出 

総
務
費
（
行
政
管
理
事
務
に
関

す
る
経
費
）
や
公
債
費
（
地
方
債

や
一
時
借
入
金
の
利
子
な
ど
の
償

還
金
）、
土
木
費
（
道
路
や
河
川
の

整
備
・
維
持
管
理
費
な
ど
）、
民
生

費
（
社
会
福
祉
に
関
す
る
経
費
）、

農
林
水
産
業
費
（
農
林
漁
業
の
振

興
、
生
産
基
盤
整
備
の
た
め
の
経

費
）、
教
育
費
（
学
校
教
育
の
充
実
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め

の
事
業
費
）、
衛
生
費
（
保
健
や
医

療
、
ご
み
処
理
に
係
る
事
業
費
な

ど
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。



地域委員会公募委員応募用紙 地域委員会公募委員応募用紙 

ふ り が な  

氏 名  

生 年 月 日  

住 所  

職業及び勤務先 

応 募 区 分  
（○で囲む） 

男　・　女 

性　　　　別 

年　　　月　　　日 

〒　　　－ 

電話番号（　　　　　）　　－ 

特に関心のある分野３つを○で囲んでください 

電話番号（　　　　　）　　－ 

大 東 地 域 委 員 会  

三刀屋地域委員会  

加 茂 地 域 委 員 会  

吉 田 地 域 委 員 会  

木 次 地 域 委 員 会  

掛 合 地 域 委 員 会  

国道、主要地方道の整備 

市営バス等の充実 

住宅等の整備 

幼稚園・保育園の充実 

生涯学習の推進 

健康づくりの推進 

高齢者等の福祉サービスの充実 

農業・林業の振興 

商業の振興 

企業誘致・雇用の場の確保 

住民主役のまちづくり 

行政サービスの向上 

1. 

3. 

5. 

7. 

9. 

11. 

13. 

15. 

17. 

19. 

21. 

23.

生活道路の整備 

上下水道の整備 

防災対策の強化 

小学校・中学校の充実 

文化財の保存・活用 

医療施設の整備 

子育て支援の充実 

工業の振興 

観光振興や体験交流の充実 

人権尊重や男女共同参画社会の推進 

健全な財政運営 

その他（具体的に　　　　　　　　　　） 

2. 

4. 

6. 

8. 

10. 

12. 

14. 

16. 

18. 

20. 

22. 

24.
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た
め
の
事
業
の
企
画
、
立
案
、
実
施
、

支
援
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

地
域
委
員
会
委
員
は
、
一
般
公
募
に

よ
り
選
任
さ
れ
た
方
、
市
長
が
必
要

と
認
め
る
方
（
識
見
を
有
す
る
者
、

地
域
の
多
様
な
団
体
の
代
表
者
）
に

よ
り
、
20
人
以
内
の
委
員
で
構
成

し
ま
す
。
こ
の
地
域
委
員
会
委
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
地
域
委
員
会
の
主
な
役
割
】

①
地
域
振
興
計
画
づ
く
りに

つ
い
て

市
で
は
、
平
成
18
年
度
内
に
総
合

振
興
計
画
を
策
定
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
総
合
振
興
計
画
作
成

に
お
け
る
各
地
域
な
ど
で
の
振
興
計

画
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
地
域
振
興
補
助
金
の
認
定

に
つ
い
て

市
で
は
、
市
民
の
自
主
的
な
地

域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
、

地
域
振
興
基
金
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
自
主
組
織
、
ま
ち
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
自
主
的
な

ま
ち
づ
く
り
運
動
の
展
開
を
図
る

活
動
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
の
活
動
計
画
の
認
定
を
行
い
ま

す
。

③
市
長
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
　
　

に
つ
い
て

地
域
振
興
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
、
市
長
が
地
域
委
員
会
に
諮

問
を
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
意
見
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。

④
総
合
セ
ン
タ
ー
内
で
の

独
自
活
動
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
ど
で
の
独

自
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
日
程
、
方
法
に
つ
い
て
相

談
・
検
討
し
ま
す
。

⑤
地
域
要
望
の
と
り
ま
と
め

に
つ
い
て

地
域
独
自
の
要
望
に
つ
い
て
、

と
り
ま
と
め
を
行
い
、
優
先
度
を

検
討
し
ま
す
。

⑥
地
域
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

市
政
懇
談
の
一
環
と
し
て
、
地

域
懇
談
会
の
開
催
を
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
懇
談
会
の
開
催
や

日
時
の
決
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑦
そ
の
他
地
域
振
興
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

【
募
集
人
員
】

各
地
域
委
員
会
20
人
以
内

【
応
募
資
格
】

次
の
条
件
を
満
た
す
方
。
た
だ
し
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
・
職

員
を
の
ぞ
く

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

。

①
地
域
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
施

策
に
関
心
が
あ
る
方

②
満
20
歳
以
上
（
平
成
17
年
４
月

１
日
現
在
）
の
方

③
地
域
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

【
応
募
期
間
】

平
成
17
年
２
月
18
日
（
金
）

〜
２
月
28
日
（
月
）
必
着

【
応
募
方
法
】

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
加
入
を
希
望
す
る
区
域

を
所
管
す
る
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振

興
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
な
お
、
記
載
事
項
は
、

氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
職
業
な
ど
の

ほ
か
、「
応
募
の
動
機
や
地
域
づ
く
り
、

地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
」
の
ご

意
見
（
４
０
０
字
程
度
）
で
す
。

【
応
募
用
紙
】

５
ペ
ー
ジ
、
６
ペ
ー
ジ
を
応
募
用

紙
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
雲
南
市
役
所
政
策
企
画
部
地
域

振
興
課
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振

興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ
り
、
審
査

の
上
決
定
し
ま
す
。

【
任
　
　
期
】

平
成
17
年
４
月
１
日

〜
平
成
19
年
３
月
31
日

【
開
催
回
数
】

年
２
回
以
上
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

【
報
　
　
酬
】

委
員
会
開
催
時
に
は
、
条
例
に
よ

り
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー

掛
合
町
松
笠
地
区
の
素
人
芝
居

▲

市
で
は
、
平
成
17
年
４
月
か
ら

大
東
町
、
加
茂
町
、
木
次
町
、
三
刀

屋
町
、
吉
田
町
及
び
掛
合
町
の
区
域

ご
と
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
一
体
に

な
っ
た
、
雲
南
市
各
町
単
位
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
や
提
言
を
行
う
地
域

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

地
域
委
員
会
で
は
、
地
域
振
興
の

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線

応募用紙

■お問い合わせ先

市役所政策企画部地域振興課 （０８５４）４０－１０１３

大東総合センター自治振興課 （０８５４）４３－８１６８

木次総合センター自治振興課 （０８５４）４０－１０８０

吉田総合センター自治振興課 （０８５４）７４－０２１1

加茂総合センター自治振興課 （０８５４）４９－８６０１

三刀屋総合センター自治振興課 （０８５４）４５－２１１２

掛合総合センター自治振興課 （０８５４）６２－０３０１



開　催　日 

2月  5日（土） 

2月12日（土） 

2月13日（日） 

2月19日（土） 

2月26日（土） 

2月27日（日） 

時　　間 

19:30 ～ 21:00 

13:30 ～ 15:00 

13:30 ～ 15:00 

19:00 ～ 20:30 

19:00 ～ 20:30 

13:30 ～ 15:00

会　　　　　場 

加茂町文化ホールラメール（ふれあいホール） 

木次経済文化会館チェリヴァホール 

掛合総合センター　（3階会議室） 

吉田総合センター　（2階会議室） 

三刀屋文化体育館アスパル（大ホール） 

大東町民体育館（2階大研修室） 

応募の動機や地域づくり、地域活性化等について、400字程度でお書きください。 
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原稿用紙

7

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線

町
議
会
副
議
長
を
一
期
務
め
ら
れ

た
ほ
か
、
平
成
元
年
か
ら
は
同
議

会
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
、
同
町
農
業
委
員
会
会
長
、

同
町
森
林
組
合
組
合
長
理
事
な
ど

の
公
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

熱
田
さ
ん
の
ご
貢
献
に
対
し
、

深
く
敬
意
と
祝
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

１
月
４
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス

パ
ル
で
、
雲
南
市
の
発
展
を
期
す
る
と
と

も
に
市
政
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
と
し
て

平
成
17
年
雲
南
市
賀
詞
交
換
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

賀
詞
交
換
会
に
は
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
や
市
関
係
者
、
県
・
市
議
会
議
員
、

市
民
な
ど
約
80
人
が
出
席
。
速
水
市
長
の

年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、
年
始
の
懇

談
が
行
わ
れ
る
と
最
後
に
参
加
者
全
員
で

万
歳
三
唱
し
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
祝

い
ま
し
た
。

市政懇談会の日程について

★懇談会に関するお問い合わせは政策企画部情報政策課（ 0854－40－1015）まで

市では、住民参加の協働によるまちづくりを進めるため、市民のみなさんと市長が意見交
換を行う場として市政懇談会を次の日程で開催します。
懇談会では、市政の現況や今後のまちづくりについて市長が説明するとともに、みなさん
から市政に対するご質問やご意見、ご提言などを承ります。
どなたでも各会場へ参加することが出来ますのでぜひお出かけください。
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〜
鳥
の
目
・
虫
の
目・

魚
の
目
〜

平
成
17
年
が
明
け
ま
し
た
。
是
非

と
も
幸
多
い
年
と
な
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
雲
南
市
と
し
て
初
の

定
例
議
会
が
あ
り
、
議
員
の
皆
様
か

ら
多
く
の
質
問
、
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
財
シ
ョ
ッ
ク
、
三
位
一

体
改
革
の
影
響
は
地
方
自
治
体
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
雲
南

市
の
歩
む
道
も
決
し
て
平
坦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
厳
し
く
と
も

雲
南
市
な
ら
で
は
こ
そ
の
し
た
た
か

な
市
政
運
営
を
、
そ
れ
こ
そ
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
干
支
は
酉
で
す
。
鳥
は
大

空
を
飛
び
交
い
、
地
上
の
動
き
を
見

定
め
な
が
ら
鋭
く
獲
物
を
捕
ら
え
ま

す
。
干
支
に
あ
や
か
り
雲
南
市
が
大

き
く
飛
び
立
つ
年
に
な
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
鳥
の
目
で
常
に
大
局

を
見
る
目
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
虫
の
目
も
必
要
で
す
。
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
対
話
」
で
す
。
虫

の
目
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
大
地
に

立
つ
も
の
が
同
じ
目
線
で
話
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
時
に

は
水
面
下
か
ら
見
て
み
る
魚
の
目
も
。

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
雲
南
市
の
発
展
に
全
身
全

霊
を
打
ち
込
む
所
存
で
す
。

（
雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

地
方
自
治
功
労
で
熱
田

げ
ん
ぞ
う

さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章

熱
田
源
　
さ
ん
（
加
茂
町
岩

倉
）
の
地
方
自
治
功
労
に
対
し
、

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

熱
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年

に
加
茂
町
議
会
議
員
に
初
当
選

さ
れ
て
以
来
、
平
成
三
年
ま
で

四
期
十
六
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
初
当
選
さ
れ
た
後
直
ち
に
、



な
ぜ
大
量
出
血
や
止
血
等
の
処
置

を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
の
？

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
と
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
係
に

つ
い
て

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
と
は
？

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
、
人
の
血
液
の

成
分
を
原
料
と
し
た
医
薬
品
の
一
種
で

す
。
大
量
出
血
時
の
止
血
等
の
目
的
で
、

特
に
昭
和
63
年
６
月
以
前
に
は
多
く
の
医

療
機
関
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
が
用
い
ら
れ
て

い
た
当
時
、
そ
の
原
料
に
混
入
し
た
肝
炎
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雲
南
市
で
は
平
成
16
年
12
月
１

日
付
け
で
、
140
名
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
方
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
対
す
る
生
活
相
談
や
援

助
活
動
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
住
民

の
か
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
担
当
地
区
は
次
の
通
り
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
敬
称
略
）

大
東
町

大
久
保
壽
（
光
・
東
町
北
・
東
町

上
・
東
町
下
・
東
町
南
）、
鳥
谷
尚
子

（
上
町
・
中
町
）、
川
上
朋
良
（
西
本

町
・
神
田
町
・
北
町
）、
山
本
　
勉
（
南

本
町
・
本
町
）、
佐
々
木
國
夫
（
西
町
・

大
木
原
）、
遠
藤
保
夫
（
越
戸
・
古
城
・

織
部
）、
黒
目
福
子
（
田
中
下
・
田
中

上
・
グ
ラ
ン
デ
１
・
グ
ラ
ン
デ
２
・
グ
ラ

ン
デ
３
）
、
岩
田
　
寛
、
福
間
祟
郎

（
新
庄
西
・
新
庄
東
・
新
庄
南
・
グ
ラ
ン

デ
４
・
グ
ラ
ン
デ
５
）、
山
本
隆
慶
（
清

田
・
金
成
上
・
金
成
下
）、
岩
田
利
弘

（
泉
谷
・
柿
坂
）、
山
本
　
勇
、
佐
藤

英
（
駅
前
）、
上
代

之
（
上
組
・
宮
ノ

下
・
中
組
・
下
組
・
メ
ゾ
ン
春
殖
・
向

島
）、
錦
織
弘
秀
（
横
町
・
本
町
・
上

ゲ
・
馬
田
寺
・
山
王
・
越
前
・
針
江
）、

門
脇
　
勝
（
荒
井
町
・
城
之
越
・
馬

場
・
高
峰
・
松
尾
）、
門
脇
　
幹
（
下

鵯
・
芦
谷
・
鵯
・
畑
）、
山
崎
恒
義
（
奥

遠
所
・
中
遠
所
・
下
遠
所
）、
渡
部
美
代

子
（
宮
ノ
谷
・
宮
内
谷
・
西
谷
・
中
組
・

石
井
組
・
下
組
）、
武
田
　
宏
（
上
組
・

上
仁
和
寺
・
本
岩
根
・
中
岩
根
・
九
量
・

西
廻
）、
白
根
三
代
子
（
尾
崎
・
郡
家
・

山
根
口
・
大
多
和
）、
藤
原
哲
郎
（
上
原

口
・
中
原
口
・
下
原
口
・
前
原
一
・
前
原

ニ
）、
森
山
勝
美
（
陰
地
・
日
南
・
峰
・

本
郷
・
若
木
・
師
弟
）、
田
中
　
澄
（
川

筋
・
後
谷
・
神
代
・
表
佐
世
）、
布
野
修

次
（
杉
谷
・
潤
谷
・
狩
山
・
城
山
）、
加

藤
修
二
（
中
筋
・
原
口
・
芹
谷
・
グ
ラ
ン

デ
６
）、
細
木
照
子
（
免
別
・
半
戸
・
宮

下
・
宮
上
）、
内
田
光
具
（
清
久
上
・
清

久
下
・
西
の
宮
）、
佐
々
木
美
智
子
（
東

上
・
宮
内
・
上
市
場
・
福
富
・
メ
ゾ
ン
阿

用
・
明
賀
谷
・
中
盛
・
下
岡
）、
朝
日
照

男
（
横
手
谷
・
掛
屋
・
三
峠
・
川
西
・
柿

の
本
）、
藤
原
夫
季
子
（
太
聖
・
日
向
・

大
井
・
長
谷
・
下
区
）、
新
田
清
枝
（
上

組
・
段
原
・
中
組
・
殿
居
敷
・
下
組
）、

岸
野
顯
壽
（
山
王
寺
本
郷
・
和
野
）、
塩

野
堯
子
（
薦
沢
・
引
坂
）、
岡
田
圓

（
須
賀
・
八
所
）、
新
田
英
夫
（
北
村
・

南
村
）、
野
々
村
秀
雄
（
飛
石
・
温
泉
・

室
谷
・
中
屋
）、
石
原
道
雄
（
小
河
内
・

刈
畑
・
森
木
・
奥
山
）、
立
脇
　
美
（
塩

田
）、
安
井
一
男
（
笹
谷
・
箱
淵
）

加
茂
町

石
原
智
愛
（
立
原
）、
佐
藤
キ
ミ
コ
（
近

松
・
南
大
西
）、
黒
田
榮
三
（（
旧
）
立

石
・
北
大
西
・
上
町
・
中
町
・
本
町
・
新

町
）、
土
江
　
豊
（
旭
町
・
栄
町
・
外
原

町
・
コ
ー
ポ
キ
フ
ネ
）、
松
浦
敏
雄
（
前

廻
田
・
奥
廻
田
・
東
町
・
若
月
団
地
）、

田
中
國
夫
（
中
村
上
・
中
村
中
・
中
村

団
地
）、
熱
田
知
江
子
（
中
村
下
・
加
茂

中
団
地
・
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
ク
加
茂
）、
稻

田
敏
秋
（
グ
ラ
ン
加
茂
・
南
加
茂
東
・

西
・
飯
の
木
）、
西
　
絢
子
（
宇
治
団

地
・
宇
治
亀
山
団
地
・
宇
治
上
・
東
・

北
・
才
明
寺
）、
鍔
木
尚
子
（
神
原
東
・

西
・
松
の
前
・
メ
ゾ
ン
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
）、
奈
良
井
陽
子
（
高
見
・
愛
宕
）、

菊
地
敏
雄
（
段
部
・
岡
・
下
神
原
）、
荒

木
千
鶴
子
（
大
竹
上
・
下
）、
平
井
末
美

（
延
野
・
大
崎
・
猪
尾
）、
浅
津
三
千
男

（
中
山
団
地
）、
原
　
幸
子
（
岩
倉
・
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主
任
児
童
委
員
　
（
敬
称
略
）

大
東
町

松
村
俊
子
、
森
山
友
惠
、
佐
藤
幸
子

加
茂
町

内
田
慶
子
、
坂
田
久
子

木
次
町

山
根
勝
江
、
細
木
令
子

三
刀
屋
町

佐
藤
孝
子
、
瀧
　
靖
子

吉
田
町

小
田
芳
枝
、
岩
田
範
子

掛
合
町

和
田
典
子
、
岡
田
　
稔

畑
・
東
谷
北
）、
窪
田
英
脩
（
星
野
・
東

谷
々
・
東
谷
南
・
東
谷
団
地
）、
山
　
峯

夫
（
昭
和
　
砂
子
原
全
区
）

木
次
町

廣
澤
和
美
（
1-1
・
1-2
・
1-3
・
2-2
・
４
・
澄

水
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
き
す
き
）、
青
砥
醇
子

（
2-1
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
ベ
ル
ポ
ー
ト

八
日
市
）、
高
野
恒
芳
（
８
・
９
・
10
・

11
・
12
・
13
・
14
）、
細
木
榮
悦
（
15
・

16
・
17
・
18
・
19
・
20
・
21
）、
谷
岡
美
榮
子

（
22
・
23
・
24
・
25
・
26
）、
安
部
明
義

（
28
・
29
・
30
・
桜
が
丘
・
塔
の
村
）、
田
部

登
（
共
和
南
・
浜
が
丘
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
浜

が
丘
）、
杉
原
　
儀
（
菟
原
・
里
熊
・
里

方
県
宿
舎
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
八
本
杉
）、
木

村
　
宰
（
中
組
・
共
和
・
里
方
住
宅
）、

武
田
　
章
（
朝
日
・
促
進
住
宅
・
促
進

東
・
朝
日
が
丘
）、
細
木
宣
興
（
北
側
・

上
口
・
浜
谷
）、
郷
原
千
恵
子
（
新
市

上
・
新
市
中
）、
芝
原
章
司
（
新
市
下
・

東
上
　
東
下
）、
錦
織
喜
美
江
（
下
熊
谷

上
１
・
２
・
３
・
下
熊
谷
下
１
・
２
）、
渡

部
靜
子
（
下
熊
谷
下
３
・
４
・
県
宿
舎
・

住
宅
）、
鐘
撞
知
幸
（
芦
原
・
瀬
の
谷
・

引
野
・
大
島
）、
石
原
善
雄
（
久
の
元
・

水
谷
・
能
間
・
案
内
）、
廣
澤
　
正
（
吉

井
上
・
吉
井
下
・
中
の
段
１
・
２
・
正
理
）、

堀
谷
　
好
（
東
大
谷
・
天
殿
・
小
川
上
）、

藤
原
　
勉
（
坂
本
口
・
万
場
）、
板
持
征

男
（
川
上
上
・
川
上
下
・
大
川
上
・
大
川

下
・
駅
前
）、
上
野
城
功
（
新
殿
・
古

殿
・
井
戸
・
上
宇
山
・
下
宇
山
・
城
角
）、

爲
石
正
三
（
本
谷
上
・
本
谷
中
・
本
谷

下
・
中
谷
上
・
中
谷
下
）、
川
角
ア
キ
ヨ

（
上
槻
・
下
槻
）、
西
村
光
弘
（
東
・
前

側
・
漆
仁
）、
鳥
谷
榮
子
（
門
・
野
谷
・

石
・
山
方
・
大
原
・
石
壷
）

三
刀
屋
町

景
山
眞
一
（
五
反
田
・
滝
谷
・
成
畑
・
上

萱
原
・
萱
原
住
宅
・
西
の
原
団
地
）、
内

田
　
之
（
下
萱
原
上
・
横
町
上
・
横
町
・

畑
ヶ
中
・
上
町
）、
古
田
明
義
（
下
萱
原

中
・
中
町
・
下
町
）、
星
野
惠
美
子
（
駅

前
・
旭
町
・
旭
町
若
者
住
宅
）、
山
本
美

恵
子
（
三
谷
・
地
王
・
基
町
住
宅
・
教

員
・
高
校
住
宅
）、
錦
織
　
男
（
東
町
・

下
熊
谷
・
梅
ヶ
丘
・
三
刀
屋
団
地
）、
須

山
紀
和
（
上
給
下
・
宮
谷
・
上
給
下
団

地
）、
古
　
恭
子
（
中
給
下
・
八
幡
・
馬

場
）、
坂
本
美
和
子
（
若
宮
・
伊
萱
上
・

寺
谷
・
下
谷
）、
槇
原
富
　
（
後
谷
・
屋

内
・
大
谷
）、
木
次
尚
明
（
前
谷
・
古
城

後
谷
・
下
口
・
尾
崎
・
古
城
若
者
住
宅
・

古
城
住
宅
）、
高
尾
正
治
（
上
ノ
段
１
・

上
ノ
段
２
・
市
場
・
峠
）、
高
尾
　
尚

（
上
口
・
中
口
・
森
谷
・
大
倉
）、
松
谷
由

美
子
（
下
口
・
粟
谷
郷
・
粟
谷
谷
）、
石

原
寛
己
（
上
乙
多
田
・
下
乙
多
田
・
坂
本

郷
・
南
側
・
桧
杉
谷
）、
名
原
和
穗
（
鳥

槇
・
深
谷
・
加
食
田
郷
・
粟
原
・
禅
定
）、

妹
尾
利
明
（
浜
・
大
塚
・
井
儀
・
下
宮

内
・
殿
河
内
・
太
田
・
明
石
・
御
城
山
・
成

木
下
津
原
）、
石
飛
利
夫
（
作
り
石
・
前

根
波
・
後
根
波
）、
今
岡
ク
ニ
子
（
里
坊

畑
・
郷
・
後
）、
清
水
早
苗（
神
代
・
六
重
）、

名
原
キ
ヨ
子
（
紙
屋
・
堂
々
・
宮
畑
）、

三
浦
洋
一
（
下
谷
・
須
所
・
坂
本
森
谷
）

吉
田
町

藤
原
文
雄
（
芦
谷
・
杉
戸
・
梅
木
）、
金

山
清
光
（
菅
谷
・
高
殿
・
川
尻
）、
白
築

和
子
（
大
吉
田
・
宇
山
・
民
谷
）、
神
田

秀
雄
（
上
町
・
下
町
）、
和
泉
重

（
川

原
町
）、
川
角
京
子
（
曽
木
・
上
山
）、
陶

山
政
昭
（
深
野
・
川
手
）

掛
合
町

小
瀧
一
範
（
上
町
・
中
町
・
下
町
・
西

側
）、
清
水
武
子
（
上
佐
中
・
中
佐
中
・

下
佐
中
・
警
察
官
住
宅
・
N
T
T
住

宅
）、
藤
原
峯
子
（
川
上
・
井
原
谷
・
大

向
・
平
岩
・
平
岩
住
宅
・
穴
見
谷
）、
佐

藤
幸
枝
（
郡
・
緑
ヶ
丘
・
緑
ヶ
丘
団

地
・
中
郡
住
宅
・
下
郡
住
宅
）、
藤
原
治

子
（
十
日
市
・
松
尾
・
金
原
・
大
志
戸
・

奥
明
・
西
谷
）、
小
畑
　
猛
（
上
多
根
・

中
多
根
・
萱
野
）、
早
水
信
男
（
下
多

根
・
志
食
・
舟
津
　
長
迫
）、
白
築
和
子

（
菅
原
・
保
関
谷
・
大
谷
・
矢
谷
・
中

組
）、
景
山
美
紀
子
（
下
組
・
北
迫
・
滝

谷
）、
本
間
勇
作
（
上
刀
根
・
下
刀
根
・

宮
内
・
朝
原
　
福
田
）、
瀬
尾
武
久
（
柄

栗
・
郷
・
小
原
・
成
・
田
上
）、
古
家
万

範
（
栄
町
・
中
町
・
新
町
・
元
上
町
・
上

町
・
T
I
波
多
）、
藤
原
　
朗
（
本
谷
・

宮
崎
・
竹
之
尾
・
出
来
山
・
八
重
滝
）、

神
田
邦
昭
（
寺
谷
上
・
寺
谷
下
・
穴
見
）

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受
診
の
呼
び
か
け

島
根
県
木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
雲
南
保
健
所
）

雲
南
市
木
次
町
里
方
５
３
１-

１

０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
３
８

◎
電
話
に
よ
る
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
来
所
相
談
及
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

事
前
に
電
話
予
約
の
上
、
来
所
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
検
査
料
金

検
査
項
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み
実
施
さ
れ

る
場
合
は
１
、
２
７
０
円
で
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

雲
南
市
役
所
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

肝
炎
相
談
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
お
申
し
込
み
先

（
雲
南
圏
域
分
）

平
成
６
年
以
前
に
、
お
産
や
手
術
な
ど
で
大
量
出
血
し
た
こ
と

の
あ
る
方
、
特
殊
な
疾
患
で
血
が
止
ま
り
に
く
い
場
合
に
止
血
等

の
処
置
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

※1※1

ウ
イ
ル
ス
を
不
活
性
化
す
る
た
め
の
技
術

が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
不
活
性
化
技

術
が
導
入
さ
れ
た
平
成
６
年
以
前
に
同
製

剤
を
投
与
さ
れ
た
方
々
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
一
般
の
方

よ
り
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
型
肝
炎
は
現
在
治
療
法
が
発

展
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
早
期
の
検
査
受
診
が
重
要

で
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
今
ま
で
に
一
度
で
も
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
あ
る
方
は
、
再

度
検
査
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
14
年
度
か
ら
旧
６
町
村
で
実
施
し

て
い
る
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
を
受
け

ら
れ
た
方
も
、
再
度
検
査
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
６
年
以
前
に
治
療
を
受
け
、
次
の

①
〜
⑤
に
該
当
さ
れ
た
方

①
妊
娠
中
又
は
出
産
時
に
大
量
の
出
血
を

さ
れ
た
方

②
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受
け

た
方

③
食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消
化
器
系
疾
患
、

外
傷
な
ど
に
よ
り
大
量
の
出
血
を
さ
れ

た
方

④
が
ん
、
白
血
病
、
肝
疾
患
な
ど
の
病
気

で
「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘
を

受
け
た
方

⑤
腎
結
石
・
胆
石
除
去
等
、
血
が
止
ま
り

に
く
い
部
分
の
止
血
な
ど
の
特
殊
な
治

療
を
受
け
た
方

【
Ｃ
型
肝
炎
と
は
？
】

Ｃ
型
肝
炎
と
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る

肝
炎
で
、
肝
臓
病
（
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
）
患
者
の
８
割

が
こ
の
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感

染
し
て
い
て
も
自
覚
し
な
い
ま
ま

進
行
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な

っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
恐
ろ

し
い
も
の
で
す
。

雲
南
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
紹
介

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

1



雲南市では、国際化の推進、
外国語教育の充実及び国際相互理
解の増進を目的に、外国青年招致
事業により3人の国際交流員を設
置しています。
国際交流員は、主に小学校訪問
や国際交流イベントの企画・立
案、英語の翻訳業務、外国人来訪
者への通訳などの業務を行ってい
ます。
また、みなさんの自治会やサー
クルなどのグループで国際交流員
との交流希望があれば派遣し、地
域の国際交流事業として、スピー
チや意見交換なども行ないます。

希望される場合は
政策企画部国際交流室

（ 0854－40－1014）
までお問い合わせください。
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こんにちは！初めまして！オーストラリアから来ましたロジャー・マシューズと申します。
よろしくお願いします！今、大東町に住んでいて、大東総合センターの自治振興課で働いていま
す。2002年に名古屋の南山大学で一年間留学しましたが、去年の9月からは初めて日本の田舎と
呼ばれる所に住んでいます。

来る前はちょっと不安でした。オーストラリアで日本人の友達と話
して、日本の田舎に住むのは大変だと言われました。「公共交通機関
が少ないし、方言が通じないし、同じ歳の人が少なくて友達はつくら
れないし、すぐ帰りたくなる」と言われました。また、20年間キャン
ベラ市に住んでいましたが、オーストラリアでいう田舎はとても辛い
イメージがあります。オーストラリアの田舎の人口は100人ぐらい、
次の町へは砂漠をはさんで100キロぐらい離れているというものです。
しかし、島根県に着いてから、びっくりしました。思ったより人口
はかなり多いし、確かに周りに山がありますが、町の中でどこでも人
に会えます。来る前は「コンビニが見つけられない」と思っていたけ
れど、今住んでいるところから歩いたら4つのスーパーと2つのコンビニがあります。名古屋市より便利ですよ。

それと、雲南市は自然が多く感激しました。でも、カンガルーがいなくて寂しいですね。出身地のキ
ャンベラ市はオーストラリアの中で唯一カンガルーが見れる町です。自然と緑が多くてよく田舎の首都
と言われています。空気が綺麗で、道路が広いし、都会と田舎のいい点があって住む所としてとてもい
いです。オーストラリアに行ったらぜひ見てください。山のてっぺんにあるテルストラ･タワーはお薦め
です。タワーにある回転レストランのカンガルー料理は特においしいです。
雲南市の国際交流員は、私のほかに2人の美女もいます。男としてお先に失礼しました！3人で協力し
て交流活動していくのを楽しみにしています。いろいろな企画ができれば雲南市の国際交流にとてもい
いと思っています。それでは、これからよろしくお願いします！

今月から雲南市で活躍する3人の国際交流員の執筆コーナーがはじまります。
このコーナーでは、国際交流員が感じた日本の文化・風習に対する素朴な疑問

や日々の生活での体験談、各種国際交流イベントを紹介していきます。
執筆する国際交流員は、イレイン・ホンさん（オーストラリア出身）、ロジャ

ー・マシューズさん（オーストラリア出身）、アニー・リンさん（カナダ出身）
の3人です。みなさん、よろしくお願いします。

11 10

１
月
９
日
、
平
成
17
年
の
雲
南

市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
防

火
・
防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
消

防
団
員
約
千
人
が
三
刀
屋
文
化
体

育
館
ア
ス
パ
ル
に
出
動
し
ま
し

た
。式

で
は
速
水
市
長
が
「
雲
南
市

消
防
団
が
発
足
し
て
２
ヶ
月
あ
ま

り
。
今
年
は
雲
南
市
を
築
き
上
げ

て
い
く
重
要
な
年
で
す
。
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
う
使
命

の
も
と
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
、
災
害
の
な
い
穏
や

か
な
一
年
と
な
る
よ
う
祈
り
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
消
防
業
務
に
功
績
の

あ
っ
た
方
や
永
年
に
わ
た
り
団
員

と
し
て
従
事
さ
れ
た
方
々
、
地
域

の
無
火
災
に
貢
献
さ
れ
た
分
団
な

ど
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
高
橋
日
出
男
団
長
が

「
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
も
ち
、
約
４
万
６
千
人
の
市
民

の
生
活
を
守
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

式
が
終
わ
る
と
団
員
は
三
刀
屋

川
河
川
敷
に
移
動
し
、
ラ
ッ
パ
の

合
図
と
と
も
に
消
防
車
両
90
台
に

よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
、
そ
の
ア

ー
チ
に
今
年
１
年
の
火
災
ゼ
ロ
を

願
い
ま
し
た
。

谷
口
教
授
は
、
過
疎
・
高
齢
化
が

進
む
中
山
間
地
域
で
の
地
域
再
生
法

や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
産
地
消
、

集
落
営
農
な
ど
の
あ
り
方
を
具
体
的

な
事
例
を
も
と
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
木
次
会
場
収
録
分

が
２
月
５
日
（
15
時
〜
）
と
10
日

（
10
時
〜
）
に
、
三
刀
屋
会
場
収
録
分

が
２
月
19
日
（
15
時
〜
）
と
24
日

（
10
時
〜
）
で
そ
れ
ぞ
れ
放
送
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雲
南
市
内
で
は
、
受
信
施
設
の
あ

る
掛
合
公
民
館
で
受
講
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
放
送
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
（http://w

w
w
.opencol.gr.jp

）

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

12
月
18
日
、
木
次
町
の
サ
ン
ワ
ー

ク
木
次
で
、
衛
星
回
線
を
利
用
し
た

大
学
公
開
講
座
「
エ
ル
・
ネ
ッ
ト

（el-N
et

）
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
と

そ
の
模
様
を
映
し
た
番
組
録
画
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、

文
部
科
学
省
が
運
用
す
る
衛
星
回
線

を
使
っ
た
大
学
公
開
講
座
の
こ
と
で
、

受
信
設
備
の
あ
る
公
民
館
や
図
書
館

な
ど
で
全
国
の
大
学
の
公
開
講
座
が

無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

講
座
で
は
町
内
外
か
ら
約
70
人
が

受
講
し
、
島
根
大
学
の
谷
口
憲
治
教
授

に
よ
る
「
中
山
間
地
域
活
性
化
に
お
け

る
地
域
流
通
と
Ｊ
Ａ
・
自
治
体
の
役

割
」
と
題
し
た
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

イレインさん アニーさんロジャーさん

高橋団長の訓示
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12
月
23
日
、

雲
南
市
加
茂

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
を
会
場

に
、
遊
学
ク
ラ

ブ
「
ク
リ
ス
マ

ス
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
開
か
れ
、

参
加
者
は
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
で
氷
上
競
技
の
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
、
床
の

上
で
も
で
き
る
よ
う
改
良
し
た
も
の
で
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
手
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ゲ
ー
ム
は
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
ホ
イ

ー
ル
付
き
の
直
径
約
25
㎝
の
円
盤
を
相
手
チ
ー
ム
と

交
互
に
投
げ
、
そ
の
得
点

（
標
的
に
近
い
位
置
ほ
ど

高
得
点
）
を
競
い
ま
す
。

競
技
に
は
大
人
と
子

ど
も
合
わ
せ
て
36
人
が

参
加
し
、
６
チ
ー
ム
に

分
か
れ
た
参
加
者
は
、

１
投
ご
と
に
集
中
力
を

高
め
、
ロ
ー
ラ
ー
を
投

げ
て
い
き
ま
し
た
。

吉
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー（
田
井
公
民
館
）

で
12
月
19
日
、
深
野
神
楽
の
舞
い
納
め
公
演

が
あ
り
、
遠
く
は
広
島
県
、
大
社
町
な
ど
か

ら
訪
れ
た
お
よ
そ
150
人
が
優
雅
で
華
麗
な
舞

を
堪
能
し
ま
し
た
。

深
野
神
楽
は
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
途

絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
61
年
に
神
楽
保

存
会
が
再
結
成
さ
れ
、
現
在
15
人
の
メ
ン
バ

ー
で
週
２
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
深
野
神
楽
の
ほ
か
、
吉
田
中
学

校
神
楽
ク
ラ
ブ
（
８
人
）
と
深
野
神
楽
子
ど

も
教
室
（
田
井
小
学
校
の
23
人
）
の
メ
ン
バ

ー
も
出
演
し
、
剣
舞

け
ん
ま
い

や
八や

戸と

（
八
岐
大
蛇
退

治
）
な
ど
の

演
目
を
披
露
。

会
場
は
、
毎

年
開
か
れ
る

こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み

に
し
て
い
る

お
年
寄
り
や

子
ど
も
た
ち

の
演
技
を
見

守
る
保
護
者

な
ど
大
勢
で

に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

１
月
９
日
、
雲
南
市
木

次
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
市
役
所
隣
り
）
を
会
場
に

「
第
13
回
新
春
交
通
安
全
親

子
た
こ
あ
げ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
原
郡
交

通
安
全
協
会
八
日
市
上
支
部

と
八
日
市
青
少
年
育
成
協
議
会
主
催
の
新
年
恒
例
行
事
で
、

交
通
安
全
標
語
を
付
け
た
た
こ
作
り
や
交
通
安
全
教
室
を
通

し
て
今
年
１
年
間
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
い
ま
す
。

参
加
し
た
親
子
な

ど
70
人
は
、
同
地
区

の
木
色
健
二
さ
ん
か

ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
親
子
で
力
を
合
わ

せ
、
た
こ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に

く
の
天
候
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
た
め
、
た
こ
あ

げ
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
は

思
い
思
い
の
た
こ
の

出
来
ば
え
に
満
足
そ

う
で
し
た
。

12
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
、
埼
玉
県
の
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
、
第
32
回
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会
に

島
根
県
大
会
と
中
国
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
雲
南
市
立

三
刀
屋
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
永
見
亜
門
部
長
・
３
年

生
）
が
出
場
し
、
見
事
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
出
場
と
な
る
今
回
は
、

映
画
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
中
か
ら

曲
目
を
選
び
挑
戦
し
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
桜
内
教
昭
先

生
は
「
全
国
大
会

と
い
う
大
舞
台
で

生
徒
た
ち
も
精
神

的
に
強
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今

年
も
全
国
大
会
出

場
と
金
賞
受
賞
め

ざ
し
て
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
22

日
に
は
永
見
部
長

ら
が
速
水
市
長
へ

銀
賞
受
賞
の
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
で
30
回

を
迎
え
る
掛
合

町
の
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
が
行
わ
れ
、

90
人
の
参
加
者

が
い
き
い
き
コ

ー
ス
（
３
㎞
）

と
ら
く
ら
く
コ

ー
ス
（
１
㎞
）

に
分
か
れ
力
走
し

ま
し
た
。

出
発
に
先
が
け
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
掛

合
総
合
セ
ン
タ
ー
の
土
山
幸
延
所
長
が
「
降
り

積
も
っ
た
雪
を
し
っ
か
り
踏
み
込
ん
で
、
今
年

の
健
康
を
願
い
な
が
ら
走
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

と
き
お
り
雪
が
降
り
し
き
る
中
、
掛
合
体
育

館
を
出
発
し
た

参
加
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
走
り
初
め

を
し
、
ゴ
ー
ル

の
狭
長
神
社
へ

到
着
す
る
と
全

員
で
一
年
の
無

病
息
災
を
祈
念

し
ま
し
た
。

正
月
の
風
物
詩
で
あ
る
と

ん
ど
さ
ん
が
各
地
で
行
わ

れ
、
そ
の
う
ち
大
東
町
海
潮

の
小
河
内
自
治
会
（
新
田
和

徳
会
長
）
で
は
、
１
月
９
日
、

左
義
長
と
呼
ば
れ
る
と
ん
ど

さ
ん
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
自
治
会
の
と
ん
ど
さ
ん
は
弘
化
元
年
（
１
８
４
４
年
）

以
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
正
月
の
神
事
と
し
て

現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
中
に
当
屋
さ
ん
（
世
話
人
）
が
自
治
会
内

の
家
庭
を
歳
徳
神

と
し
と
く
じ
ん

の
額が

く

さ
ん
を
担
ぎ
、
獅
子
頭
、
天
狗
の
お

面
、
囃
子
（
笛
）
を
も
っ
て
家
族
の
厄
払
い
を
し
て
ま
わ
り
、

午
後
は
自
治
会
集
会
所
で
地
元
小
河
内
神
楽
社
中
に
よ
る
神

楽
や
来
年
の
当
屋
さ
ん
へ
の
「
当
屋
渡
し
の
儀
式
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
と
ん
ど
囃
子
を
合
図
に
神
木
に
点
火
さ

れ
、
参
加
者
全
員
で
家
内
安
全
、
五
穀
豊
饒
、
無
病
息
災
を

祈
願
し
ま
し
た
。

マラソン後にはお楽しみ抽選会も行われました。

参
加
者
の
中
に
は
30
年
前
か
ら
毎
年

参
加
し
て
い
る
皆
勤
賞
の
方
が
３
人

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

元元元元
旦旦旦旦
ママママ
ララララ
ソソソソ
ンンンン

クククク
リリリリ
スススス
ママママ
スススス
スススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ
大大大大
会会会会

新新新新
春春春春
交交交交
通通通通
安安安安
全全全全
親親親親
子子子子
たたたた
ここここ
ああああ
げげげげ
大大大大
会会会会

ママママ
ーーーー
チチチチ
ンンンン
ググググ
ババババ
ンンンン
ドドドド
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ババババ
トトトト
ンンンン
トトトト
ワワワワ
リリリリ
ンンンン
ググググ
全全全全
国国国国
大大大大
会会会会

深深深深
野野野野
神神神神
楽楽楽楽
舞舞舞舞
いいいい
納納納納
めめめめ

大大大大
東東東東
町町町町
小小小小
河河河河
内内内内
自自自自
治治治治
会会会会



★平成16年度雲南市職員採用試験を次のとおり行います。 

受付期間 … 

受付場所・時間 … 

試験の種目、試験区分、採用予定人員及び職務内容 

1. 

2. 

3.

受験資格 4.

試験の日時、試験地、試験会場及び合格発表 5.

雲南市総務部総務課・平日の午前8時30分から午後5時15分まで 

※郵送による場合は、2月7日（月）までの消印のあるものに限り受け付けます。 1月20日　　～2月9日 木 水 

試験の種目 試験区分 採用予定人員 職　　務　　内　　容 

中級 
（短大卒程度）  保育士 若干名 

雲南市の保育園（所）又は幼稚園に勤務し、保育
園（所）保育士又は幼稚園教諭として従事します｡ 

試験種目 試験区分 年　齢　・　性　別　等 

中級 
（短大卒程度） 保育士 

昭和50年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた者（平成17年4月1日現在で、満
20歳から満29歳までの者）で保育士の資格及び幼稚園教諭の免許の両方を有する
者、又は平成17年3月末までに当該資格及び免許の両方を取得する見込みの者 

区　分 日　時 試験地及び会場 合　格　発　表 

第1次試験 
2月20日（日）  
受付時間  9:15～9:45  試験開始 10:00～  

木次町木次1013-1 
雲南市役所4階会議室 

3月上旬頃受験者に 
通知します｡ 

第2次試験 
3月上旬の予定 
第一次試験合格通知の際にお知らせします｡ 

3月中旬頃受験者に 
通知します｡ 

平成16年度 雲南市職員採用試験案内 

市
報
う
ん
な
ん
１
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

19
ペ
ー
ジ
ま
ち
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
話
題
中
　
雲
南
市
内
の
温
泉
施
設
深
谷
温
泉
の
電
話
番
号

（
誤
）
４
９
・
９
４
３
１
　→

（
正
）
４
５
・
５
４
５
４

お
詫
び
と
訂
正

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

住
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

市
町
村
が
前
年
中
の
所
得
に
よ
り
課
税
す
る

も
の
で
す
。

●
申
告
相
談
日
程

【
期
間
】

２
月
16
日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
火
）

【
場
所
】

旧
町
村
の
区
域
ご
と
に
１
〜
２
ヶ
所
の
会

場
で
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
全
戸
配
布
の
申
告
相
談
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
を
除
く
。）

①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

②
農
業
所
得
が
あ
る
人

③
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

●
所
得
税
の
還
付
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り

所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

②
退
職
等
に
よ
り
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
場
合

③
多
額
の
医
療
費
の
支
出
が
あ
っ
た
場
合

な
ど

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
16
年
12
月
31
日
現
在
の
認
定
状
況
に

よ
り
、
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
の
障
害

者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

基
準
な
ど
く
わ
し
い
内
容
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

こ
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申
請

に
よ
り
控
除
の
対
象
者
で
あ
る
と
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
雲
南
市
の

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
認
定
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
各
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

控
除
の
対
象
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定

し
、
対
象
と
な
る
場
合
に
は
認
定
書
を
発
行

し
ま
す
。

こ
の
認
定
書
に
よ
る
障
害
者
控
除
は
、
確

定
申
告
を
さ
れ
る
際
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、認
定
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は

２
級
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
手
帳
の
所
持

に
よ
り
「
特
別
障
害
者
控
除
」
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
３
〜
６
級
の
手
帳
を
お
持
ち
の
場

合
は
そ
の
手
帳
の
所
持
に
よ
り
「
障
害
者
控

除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
要
介
護
認
定
の

状
況
に
よ
り
、
こ
の
申
請
を
さ
れ
認
定
さ
れ

た
場
合
に
「
特
別
障
害
者
控
除
」
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
提
示
の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
認
定
の
基
準
】

○
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
の
障
害
者
控

除
の
市
町
村
長
が
認
定
す
る
事
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
基
準
に
よ
り
「
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
控
除
」

の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を
し
ま
す

●
「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
る
方

①
介
護
度
が
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受

け
て
い
て
、
主
治
医
意
見
書
の
「
痴
呆

性
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅱ
ａ
、

Ⅱ
ｂ
、
Ⅲ
ａ
、
Ⅲ
ｂ
と
判
定
さ
れ
た
方

●
「
特
別
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
る
方

①
介
護
度
が
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受

け
て
い
て
、
主
治
医
意
見
書
の
「
痴
呆

性
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が
Ｍ
と

判
定
さ
れ
た
方

②
介
護
度
が
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受

け
て
い
て
、
主
治
医
意
見
書
の
「
障
害

老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り

度
）」
が
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
１
、
Ｃ
２
と

判
定
さ
れ
た
方

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
た
方
が
16
年
中

途
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
最

終
の
認
定
状
況
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

雲
南
市
木
次
町
地
内
で
の
都
市
計
画
道
路

の
変
更
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
原
案
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
種
類
　

木
次
都
市
計
画
道
路

●
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

雲
南
市
木
次
町
木
次
、
新
市
、

下
熊
谷
、
里
方
、
山
方
、
西
日
登

●
縦
覧
場
所

市
役
所
建
設
部
都
市
建
築
課

●
縦
覧
期
間
　

２
月
15
日
（
火
）
〜
３
月
１
日
（
火
）

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
）

◎
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
功
労

統
計
調
査
員
感
謝
状
贈
呈

長
妻

な
が
つ
ま

勉つ
と
む

さ
ん
（
大
東
町
）

永
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り

◎
島
根
県
知
事
感
謝
状
贈
呈

毛
利

も
う
り

幸こ
う

さ
ん
（
木
次
町
）

各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
そ
の
成
績

が
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り

市
で
は
国
土
交
通
省
直
轄
事
業
で
あ
る
尾

原
ダ
ム
建
設
事
業
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾

道
松
江
線
建
設
事
業
と
そ
の
関
連
事
業
の
着

実
な
推
進
を
図
る
た
め
非
常
勤
の
顧
問
２
名

を
設
置
し
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

全
国
各
地
で
、
警
察
官
や
弁
護
士
を
装
っ

て
交
通
事
故
名
目
の
示
談
金
等
の
お
金
を
振

り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
電
話
に
よ
る
詐
欺
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
ず
、最
寄
り
の
駐
在
所
、

警
察
署
又
は
市
役
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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（
平
成
17
年
１
月
１
日
付
）

尾原ダム対策担当
田中　豊繁
（木次町）

雲　南　市　顧　問

高速道路関連事業対策担当
山根　昊一郎
（三刀屋町）

申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

住
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
の「
税
法
上
の
障
害
者
控
除
」

認
定
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

雲
南
市
顧
問
の

選
任
に
つ
い
て
（
敬
称
略
）

振
り
込
め
詐
欺
等
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

都
市
計
画
変
更
図
書
の

縦
覧
に
つ
い
て



―確定申告は、自分で書いて、お早めに― 

日時　3月13日（日） 開場 13：30～  開演 14：00～ 入場料 

【チケット取り扱い場所】島根文化情報コーナー・プラバホール（松江市）、アツタ楽器・パラオ（出雲市）、古代鉄歌謡館、 
　　　　　　　　　　大東町民体育館、チェリヴァホール、サンライン、ラメール、アスパル 

【お問い合わせ先】 大東税務署 　　 0854－43－2360
【お問い合わせ先】 自衛隊島根地方連絡部松江募集案内所 

　 　　　　　　　 0852－24－6537

【お問い合わせ先】 三刀屋文化体育館アスパル 　　 0854－45－9222

 
■所得税 

　2月16日（水）～3月15日（火） 
　ただし、還付申告は1月から受付しています。 
■消費税・地方消費税（個人事業者） 

　1月4日（火）～3月31日（木） 
■贈与税 

　2月1日（火）～3月15日（火） 

 
納期限は、上記申告期間の最終日です。 
納税は口座振替での納付を、還付は口座振込みでの
受け取りをお勧めします。 
■振替日　所得税：4月19日（火） 
　　　　　消費税・地方消費税：4月26日（火） 

　普段は社会人や学生であっ
ても、希望者を試験により予備
自衛官補として採用し、所定の
教育訓練終了後、予備自衛官
として任用し、有事の際は自衛
官として社会に貢献できます。 

 
①一般公募　18歳以上34歳未満 
　　　　　　（平成17年7月1日現在） 
②技能公募　18歳以上で保有する技能に応じ53～55 
　　　　　　歳未満（採用予定月1日現在の年齢） 

 
両公募とも平成17年4月8日（金）まで 

 
①平成17年4月16日 
　陸上自衛隊出雲駐屯地 
②平成17年4月16～18日のいずれか1日 
　陸上自衛隊伊丹駐屯地（兵庫県） 

※そのほか詳しくは、自衛隊島根地方連絡部松江募集
案内所まで 

　しまねポップスオーケストラは2002年12
月デビューの島根県初の本格的なポップ
スオーケストラです。「宇宙船艦ヤマト」の
作曲でお馴染みの作曲家宮川泰氏の指
導のもと、音楽の楽しさを聴衆とともに味わ
うことをモットーとし、プレーヤーは県内に住
むアマチュアによって構成されています。 
　演奏曲目は昨春のテレビドラマで話題と
なった「砂の器」より「宿命」、組曲「宇宙
船艦ヤマト」、「映画音楽メドレー」など盛り
沢山です。 
　このほかゲスト演奏では、ピアノ、スキャッ
ト、和太鼓とのセッションもあります。 
　この機会にぜひ、本格的なポップスオー
ケストラをお楽しみください。 

※当日各300円アップ 

税務署窓口での相談、確定申告の受付 

採用年齢 

受付締切 

試験期日・場所 

納　税 

大　　　人／1,000円 
高校生以下／ 500円 

税務署からのお知らせ 
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市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
制
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

【
平
成
17
年
4
月
分
〜
】

今
回
の
改
正
で
は
、
最
終
的
な
保
険
料
水

準
を
決
め
て
、
保
険
料
に
あ
わ
せ
て
給
付
を

調
整
す
る
「
保
険
料
水
準
固
定
方
式
」
の
考

え
方
で
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
17

年
度
か
ら
は
毎
年
度
２
８
０
円
ず
つ
引
き
上

げ
ら
れ
、
平
成
29
年
度
か
ら
月
額
１
６
、
９

０
０
円
と
な
り
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、
月

額
１
３
、５
８
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
拡
充

【
平
成
18
年
7
月
実
施
】

納
付
の
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図
る
点

か
ら
、
現
制
度
の
全
額
免
除
と
半
額
免
除
に

加
え
、
４
分
の
１
免
除
お
よ
び
４
分
の
３
免

除
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
免
除
期
間
に
つ
い
て

の
年
金
給
付
額
は
、
４
段
階
に
区
分
さ
れ
算

定
さ
れ
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

【
平
成
17
年
4
月
〜
平
成
27
年
6
月
ま
で
の

時
限
措
置
】

学
生
で
な
い
若
年
者
に
つ
い
て
、
本
人
及

び
配
偶
者
の
所
得
要
件
で
保
険
料
納
付
を
猶

予
し
、
追
納
で
き
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

◎
30
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ

て
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
基
準
に

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
納
付
猶
予
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
の
計
算
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
納
付
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
間
追

納
で
き
ま
す
。

◎
納
付
猶
予
期
間
中
に
障
害
と
な
っ
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
又

は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
免
除
・
学
生
納
付
特
例
等
の

承
認
期
間
の
遡
及

【
平
成
17
年
4
月
〜
】

現
在
の
制
度
で
は
「
申
請
日
の
属
す
る
月

の
前
月

〜
〜
〜
〜
〜
〜

」
以
後
の
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
申
請
免
除
に
つ
い
て
は
「
直
前
の
７
月

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

」

ま
で
、
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
は
「
直〜

〜
〜

前
の
４
月

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

」
ま
で
遡
及
し
て
承
認
さ
れ
ま

す
。

◎
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て
は
、
申

請
免
除
と
同
じ
で
す
が
、
平
成
18
年
６
月

ま
で
の
申
請
に
限
り
、
平
成
17
年
４
月
ま

で
遡
及
し
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
の

優
先
順
位
の
見
直
し

【
平
成
17
年
4
月
実
施
】

現
在
は
、
全
額
免
除
や
半
額
免
除
、
学
生

納
付
特
例
制
度
に
よ
っ
て
納
付
を
免
除
さ
れ

て
い
た
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
学
生

納
付
特
例
を
先
に
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
改
正
後
は
、
学
生
納
付
特
例
期
間

よ
り
前
に
免
除
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
本
人

の
選
択
に
よ
り
先
に
経
過
す
る
保
険
料
か
ら

納
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

免
除
基
準
の
見
直
し

【
平
成
17
年
4
月
実
施
】

申
請
免
除
の
所
得
要
件
が
見
直
さ
れ
ま

す
。
単
身
世
帯
を
中
心
に
所
得
要
件
の
緩
和

が
行
わ
れ
ま
す
。

追
納
加
算
率
の
見
直
し

【
平
成
17
年
4
月
実
施
】

免
除
期
間
や
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
を

納
め
る
場
合
、
納
付
月
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る

と
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
分
が
付
加
さ
れ

毎
年
保
険
料
月
額
が
増
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
加
算
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
水
準

（
４
％
）
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出
　
　
【
平
成
17
年
4
月
実
施
】

第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
第
３
号

被
保
険
者
に
係
る
届
出
を
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ

な
い
期
間
が
あ
る
方
は
、
届
出
に
よ
り
保
険

料
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
4
月
1
日
前
の
第
3
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
は
、
届
出
に
よ
り
保
険

料
算
入
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

◎
平
成
17
年
4
月
1
日
以
後
の
第
3
号
被
保

険
者
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
れ
ば
届
出
に
よ
り
保
険
料
算
入
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
対
象
者

の
拡
大
　
　

【
平
成
17
年
4
月
実
施
】

65
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
人
に
つ
い

て
は
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
期
間
に
お
い

て
も
任
意
加
入
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
行
で
は
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
で
し
た
が
、
今
回
の

改
正
で
昭
和
40
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
割
引
制
度
の
導
入

【
平
成
17
年
4
月
実
施
】

現
在
の
口
座
振
替
で
は
、
１
年
分
ま
た
は

６
月
分
を
ま
と
め
て
払
う
前
納
の
場
合
に
保

険
料
が
割
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
月
々
に
口

座
振
替
で
納
付
す
る
場
合
に
も
、
１
月
早
く

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
改
正
に
つ
い
て



日時　2月13日（日）10：00～ 

会場　雲南市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター 
　　　2Ｆ  レスリング場 

日時　2月19日（土）開場 18：30～  開演 19：00～ 
2月20日（日）開場 13：30～  開演 14：00～ 

場所　雲南市加茂文化ホールラメール 

入場料　一　　　般／1,000円（前売り） 
高校生以下／ 500円（前売り） 

　今年もビリオネア大学の音楽劇が公演されます。 
会場いっぱいに広がる楽しい歌、素敵な音楽、ステー
ジで繰り広げられる演技や踊りをご鑑賞ください。 

【チケット問い合わせ】 雲南市加茂文化ホール ラメール 
　 0854－49－8500

【お問い合わせ先】 雲南市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター 　 
　 0854－49－7100 
　 0854－49－8440

【お問い合わせ先】 
雲南市加茂文化ホール ラメール　　0854－49－8500

　加茂レスリングクラブでは、クラブ間の親睦とレスリ
ングの普及と競技力向上を図るため次のとおりレスリ
ングクラブ教室を開催します。 

■対　象　者／3歳～小学生6年生までの男女（雲南
　　　　　　市内）初心者・経験者・興味ある方・ 
　　　　　　　見学もＯＫ 
■参　加　料／無　　料 
■申込み締切／2月7日（月） 
　所定の申込書に記入の上、雲南 
　市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターまで提出してください。電話・
ＦＡＸでの申し込みもOKです。 

　まちづくり総合支援事業による整備がすすんでいた
木次町八日市地内の歩車供存道路がこのほど供用開
始となりました。 
　この道路は、歩行者や自転車利用者の安全な通行
を確保するための道路として整備されたもので、現在、
八日市地内の工事区間（総延長1025ｍ）の内396ｍが
通行できるようになりました。 

　雲南市発足を記念し、雲南市にお住まいの方は特別
料金でご覧いただくことができます。（通常3,500円のと
ころ1,000円） 
　住所のわかるもの（運転免許証、健康保険証、学生
証など）をお持ちの上ラメール窓口にお越しください。お
電話での申し込みも受付けています。 

　雲南市加茂文化ホール・ラメールで尾崎亜美コンサ
ートが開かれます。 

　「春の予感」「オリビアを聴きながら」

など、たくさんのヒット曲がある尾崎亜

美さん。大人の“かわいらしさ”を残し

ながら、時にハスキーで時に甘く、豊か

な表現力で聴く人の心を魅了する。デ

ビュー30周年を目前に、テレビ・ラジオ

出演やコンサートなどますます意欲的

な創作活動を展開中！ 

【お問い合わせ先】 

▲景観に配慮した道路舗装になっています。 

※当日各500円アップ 

【お問い合わせ先】 
社会福祉法人島根ライトハウス　ライトハウスライブラリー 
　 　　　　　　　　　　　　　　 0852－24－8169

【お問い合わせ先】 
（財）しまね産業振興財団 経営支援課　  0852－60－5113

　社会福祉法人島根ライトハウスでは、視覚障害者の読書・
情報環境の充実と社会参加支援を図る目的で「点訳・音訳（朗
読）奉仕員養成講習会」の受講者を募集しています。 
■日　時　平成17年4月から1年間。 

点訳コース：第1・第3金曜日の13:30～16:30 
音訳コース：第2・第4金曜日の13:30～16:30 

■会　場　ライトハウスライブラリー：松江市南田町141-10 
■受講料　無　　料 
■申し込み締切 
　2月25日（金）必着。点訳・音訳コースともに定員があります。 
　※申し込み方法や詳しくは、ライトハウスライブラリーまで 

●設備資金貸付制度は、設備購入代金の1／2以下を 
　無利子で融資する制度です。 
●設備貸与制度は、必要な設備を財団が購入し、その
設備を割賦販売する制度です。 
 

　これらの制度は国、県の支援による公的融資制度で、
常時受付しています。 

尾崎亜美コンサート 
「おもてなし」 

尾崎亜美 

場所　雲南市加茂文化ホールラメール 

日時 　2月22日（火） 
開場 18：30～　開演 19：00～ 

入場料　1,000円 （全席自由、消費税込） 

平成17年度 

中小企業の経営者のみなさんへ 

〒690－3207  飯石郡飯南町頓原1618-4  国土交通省頓原維持出張所　 0854－72－0004
HPアドレス　http://www.matsukoku-mlit.go.jp/tonbara-iji

　皆さんは右の写真にある、この物体（ボックス）を何かご存じですか？？？このボ
ックスの中には、『塩化カルシウム』という道路面の凍結防止剤が入っています。 

　とんばら維持出張所では気温・路面状況・天気等の
状況に応じて、道路面の凍結を防止するために凍結防
止剤の散布を行っています。 
　また、凍結防止剤は、橋や急なカーブ、急な坂道など、

特に道路面の凍結が起こりそうな場所や、凍結により重大な事故につながりそ
うな場所に、このオレンジ色のボックスを設置し、誰でも自由に使えるように塩化
カルシウムを常備しています。（ボックス無しで、凍結防止剤だけ置いてある箇所
もあります。）皆さんも「道路が凍結しそうだな…。」すでに凍結していて「滑りそ
うだな。…危ないな。」と感じた時などは、ぜひ活用してください。 

信用保証協会の保証枠外でご利用可能！ 

割賦損料　2．5％ 固定金利 FAX

歩車供存道路が 
供用開始になりました 

ビリオネア大学の音楽劇 

「未来天然色」 

設備投資を支援します 

19 18
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子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

　大東子育て支援センターでは、家庭でお母さんやおばあさんが
みておられるお子さんを対象に、他の子どもさんとの交流を目的
とした地域サークルを実施しています。 
①地域サークル（9：30～11：30） 
　15日（火）阿用公民館　　16日（水）久野公民館 
　17日（木）佐世公民館　　18日（金）地域福祉センターおおぎ 
　21日（月）幡屋公民館 
②保育園開放（9：30～12：00） 
　●大東保育園………　 0854－43－6132 
　　毎週水曜日：2日、9日、16日、23日　　 
　●かもめ保育園……　 0854－43－3010 
　　毎週金曜日：4日、18日、25日 
 
 
　●あおぞら保育園　地域開放は毎日していますが、食事が
　　　　　　　　　　準備できる日は25日だけです。 
 
③子育てサロン「木馬」（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日：1日、8日、15日、22日 
　　毎週木曜日：3日、10日、17日、24日 
④おおぎっこサークル（9：30～11：30）　23日（水） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 

※食事を希望される子どもさんは、前日午後4時までに予約を
してください。一食200円 

※食事を希望される子どもさんは、当日午前9時30分までに来てください。一食200円 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500

①活動紹介　｢すくすく育児相談｣をのぞき、いずれも10：00～ 
　●1日（火）　同級生集いの日｢うさぎちゃん｣　 
　　　　　　　＊鬼のお面や豆まきの箱作り 
　● 3 日（木） 節分 
　● 7 日（月） エアロビ教室　定員15人　要予約 
　● 8 日（火） 誕生会（同級生集いの日｢りすちゃん｣は誕生会に参加） 
　●10日（木） すくすく育児相談　9：30～ 
　●15日（火） 同級生集いの日｢ひよこちゃん｣ 
　　　　　　　＊歌あそび、おはなし会 
　●21日（月） リトミック　定員親子15組　要予約 
　●28日（月） 国際交流員さんとの集い 
　 
 
　同年齢が出会える機会をもつことをねらいとしています。
もちろん、該当年齢以外でもご自由にお越し下さい。 
対象は、 
　●うさぎちゃん……H12.4.2～H14.4.1生まれ 
　●りすちゃん………H14.4.2～H15.4.1生まれ 
　●ひよこちゃん……H15.4.2以後の出生児です。 
②出前保育 
　● 9 日（水）西日登公民館 
　●16日（水）日登公民館 
　●23日（水）木次健康福祉センター 
③保育所一般開放 
　●木次保育所　毎週火曜日：1日、8日、15日、22日 
　　　　　　　　　 0854ー42ー2341 
④子育てに関する不安や悩みの相談 
　●毎週月～金曜日　9：00～17：00 
　●毎週土曜日　　　9：00～12：00まで 

斐伊保育所併設　　0854-42-2030

①子育て支援センター開設日 
　　一緒に親子遊びをしましょう。また、育児について保育士が相
談にのりますので気軽に声をかけてください。新たな交流の輪も
広がります！おじいさん、おばあさんも、どうぞ、お出かけください。 
　毎週　月～金曜日　9：00～12：00（祝日はお休みです） 
②活動紹介 

　つくしっ子広場では、子どもたちが自由に遊びながら、子供同士
のかかわりによって社会性の基礎をつくったり、絵本の読み語りや
リズム遊びをとおして、親子のふれあいをしています。また、ほっと
する時間が持てるように、一緒にお茶を飲みながらお話をしたり
と楽しく過ごしています。 
　●場　所：なかよしホール、かもてらす 
　　※日時についてはカレンダーでご確認ください。 
活動の内容 
栽培活動、制作活動、おやつ作りや豆まき、ひなまつりなど季節
の行事、絵本の読み語り、人形劇などをしています。 
参加費：100円（お茶代、活動費として） 

　●4日（金）10：00～ 

11：00～ 
 

 
　●10日（木）10：00～ 
 
　●18日（金）10：00～ 
 
 
　●25日（金）10：00～ 

赤ちゃん相談 
赤ちゃんの計測や発育・発達の相談など 
妊婦さん相談 
妊婦さんの健康チェックや相談・指導など 

 
あそぼう広場（１歳半から） 
ダンボール箱で遊ぼう！ 
親子健康教室｢食育教室｣ 
講師：松島久美子栄養士 
　　～心とからだに　ごはんパワー～ 
幼児…計測、相談の日 

三刀屋健康福祉センター内なかよし児童館　　0854-45-9501

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

※助産師・保健師・保育士が相談にのります。 

①保育所開放日（9：00～11：00） 
　かけや夢の子園　毎週水曜日：2日、9日、16日、23日 
　波多分園　　　　毎週木曜日：3日、10日、17日、24日 

②人形劇鑑賞 
『人形劇団夢みる風船』がまたまたやってくるよ！おはな
しは…みんながよく知っている“ももたろう”。みんな！
見に来てね！！ 
　　●と　き：2月21日（月）10：00～11：00 
　　●場　所：掛合町子育て支援センター 

掛合保育所内　　0854-62-9900

♪同級生集いの日は毎月第1・2・3火曜日 

2月の休館日 行事日程

4日（金)、11日（祝)、18日（金)、25日（金)、
28日（月）【図書整理日】

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

今月のおすすめ

江戸の町で噂の盗賊“鼠”。その正
体は“甘酒屋次郎吉”として知られる
遊び人。小太刀の達人の妹・小袖とと
もに、江戸の町の様々な事件を解決し
ていく、著者初の時代小説。

鼠、江戸を疾
はし

る
赤川　次郎著

アメリカにおける海外石油の確保と
産油国への軍事介入。米国屈指の紛争
アナリストが、ブッシュ政権の石油政
策の問題点を明らかにし、ジレンマか
ら脱却する方法を提案する。

血と油
マイケル・Ｔ．クレア著

今月のおすすめ

①鈴木 克巳「アンコウの顔はなぜデカい」
②嵐山光三郎「退

たい

歩
ほ

的
てき

文
ぶん

化
か

人
じん

のススメ」
③法月綸太郎「生首に聞いてみろ」

★こぐまちゃんくらぶ
とき：毎週月曜日　11：00～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、絵本の読み

語り、紙芝居、手遊びなど
※わらべうたあそびのボランティア募集中です。大東図
書館までご連絡ください。
★おはなしパーティ
～親子いっしょで楽しさも100倍に！～
とき：2月13日（日）10:00～11:20
内容：第1部　わらべうたあそび　　10:00～

第2部　おはなし会　　　　　10:25～
第3部　ストーリーテリング　11:00～

※申し込みは不要です。開始時間に間に合うようお
越しください。

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

2月の休館日 行事日程

1日（火）【振替月末整理日】、7日（月)、11日（祝)、
14日（月)、21日（月)、28日（月）

★よみかたりのじかん
毎週木曜日　15：30～

1 2 3

●宮部みゆき「日暮し（上）（下）」●鈴木輝一郎「巴御前」●平岩弓枝「日光例
れい

幣
へい

使
し

道
どう

の殺人」●宮尾登美子「義経」●栗本薫
「聖者の行進」●法

のり

月
づき

綸
りん

太
た

郎
ろう

「生首に聞いてみろ」●キム・サンホン「チャングム（宮廷篇）、（追放篇）」●ロバート・Ｂ．パーカ
ー「背信」●中村彰彦「落花は枝に還らずとも（上）（下）」●金

パク

重明
ヘギョン

「天国の階段（上）（下）」●藤沢周平「隠し剣　孤
こ

影
えい

抄
しょう

」●
堺屋太一「わがままのすすめ」●南恵子「じぶんでつくるクスリ箱」●藤井宗

そう

哲
てつ

ほか「魂の食」●山本一
いち

力
りき

｢梅咲きぬ」●日野原重
明「テンダー・ラブ」●田中成

しげ

之
ゆき

「＜改革＞の技術」●東野圭吾「さまよう刃
やいば

」●ダン・バースタイン「ダ・ヴィンチ・コードの
真実」●日本きのこセンター編「図解よくわかるきのこ栽培」●香取弘子「へぇ！かんたん女性にもできる修理と知恵」●五木寛
之「みみずくの日々好

こう

日
じつ

」●上野正彦「上野正彦の死体論」●岸本葉子ほか｢がんと心｣●明
あけ

橋
はし

大二「この子はこの子でいいんだ。
私は私でいいんだ」●主婦の友社　編｢更年期障害｣●Ｐ.Ｂ.カー「ランプの精

ジン

」●森はるな「ミスター・インクレディブル」●ジー
ン・アウル「ケーブ･ベアの一族（上）（下）」「野生馬の谷（上）（下）」

新着の本（抄）

●角
かく

田
た

光代「庭の桜、隣の犬」●辻仁
ひと

成
なり

「代筆屋」●恩田陸
りく

「夏の名残りの薔薇」●村上春樹「アフターダーク」●荻原浩「明日
あした

の記憶」●米村圭伍「おんみつ蜜姫」●落合信彦「私が愛した金
キム

正日
ジョンイル

」●橋田幸
ゆき

子
こ

「覚悟　戦場ジャーナリストの夫と生きた日々」
●水谷修

おさむ

「夜回り先生と夜眠れない子どもたち」●江原啓
ひろ

之
ゆき

「子どもが危ない！」●日野原重明「テンダー・ラブ」●小池壮
たけ

彦
ひこ

「異界の扉」●大田垣晴
せい

子
こ

「女のシゴト道
みち

」●野間俊彦「親と子のインターネット＆ケータイ安心教室」●上田淳子「子どもが喜ぶ
おやつ」●市田ひろみ「市田ひろみの着付けのすべて」ほか

新着の本（抄）



日 月 

火 水 木 金 土 

建国記念の日 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東町民体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県木次健康福祉センター 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

横 山 内 科 医 院  

永 瀬 医 院  

（法）清 水 医 院 

（法）本 永 瀬 医 院 

横 山 医 院  

木 村 医 院  

（大東町） 

（加茂町） 

（加茂町） 

（加茂町） 

（木次町） 

（木次町） 

よ こ お 小 児 科  

田 部 医 院  

和 田 医 院  

清 水 医 院  

渡 部 診 療 所  

和 田 医 院  

（三刀屋町） 

（三刀屋町） 

（三刀屋町） 

（掛 合 町） 

（吉 田 町） 

（飯石郡飯南町） 

1月30日（日） 

2月 6日（日） 

11日（祝） 

13日（日） 

20日（日） 

27日（日） 

注）大東町・加茂町・木次町の住民の方々は、当面 
上記の在宅当番医を利用して下さい。 

注）三刀屋町・吉田町・掛合町の住民の方々は、当面 
上記の在宅当番医を利用して下さい。 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで2月６日（木）までに情報政策課へお願いします。 
【お問い合せ先】情報政策課 　0854－40－1015　E-Mail：jyouhouseisaku＠city．unnan．shimane. jp

光架ちゃん（加茂町立原） 
ひろ か 

平成16年2月6日生まれ 

ひろかの笑顔が家族みん
なの宝物。元気いっぱい
大きくなってね 

内
田
祐
司
さ
ん
・
佳
榮
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

和暉くん（木次町新市） 
かず き 

平成16年2月17日生まれ 

元気いっぱい、食欲旺盛
の和ちゃん！お兄ちゃんが
大好きです！！ 

深
田
学
さ
ん
・
綾
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

明梨ちゃん（三刀屋町三刀屋） 
あか り 

平成16年2月22日生まれ 

わが家は幸せいっぱいで
す。これからもずーっと、
ずーっと一緒だよ！ 

須
山
晃
史
さ
ん
・
晴
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

温人くん（三刀屋町乙加宮） 
はる と 

平成16年2月25日生まれ 

食欲旺盛な温ちゃん。こ
れからもたくさん食べて、
たくさん笑おうね！ 

古
瀬
康
治
さ
ん
・
礼
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

◆飯石スキー大会 
（赤名スキー場／8:00～） 
◆飯石剣道大会 
（アスパル／9:00～） 
◆第22回加茂町バスケットボール大会 
（加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター／9：00～） 

◆市政懇談会 
（掛合総合センター／13：30～） 
◆木次町卓球大会 
（雲南市木次体育館／8：30～） 
◆ＴＢＧ月例大会 
（ふれあいの丘／14：00～） 

◆飯石柔道大会 
（雲南市掛合武道館／9：00～） 
◆ひまわりの集い 
（チェリヴァホール／13：00～） 
◆ビリオネア大学の音楽劇 
「未来天然色」（ラメール／14：00～） 
◆第18回出雲神話と神楽フォーラム 
（古代鉄歌謡館／12：30～） 
◆第26回加茂町卓球大会 
（加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター／8：30～） 

◆市政懇談会 
（大東町民体育館／13：30～） 
◆古代史講演会 
（木次町斐伊公民館／13：30～） 
◆断酒会 
（三刀屋農村環境改善センター／19：00～） 
◆セピアアコースティックライブ
Vol.33 
（チェリヴァホール大会議室／13：30～） 

◆断酒会 
（大東町地域福祉センターおおぎ／19：00～） 
◆予防接種（風疹・麻疹・三種混合） 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 

◆サンサン教室・掛合地区 
（掛合公民館／9：30～） 
◆つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

◆サンサン教室・波多地区 
（波多公民館／9:30～） 
◆こころの健康/ものわすれ相談 
（島根県木次健康福祉センター
／13：00～予約制） 

◆つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

◆予防接種（ツベルクリン） 
（大東健康福祉センター／ 

13：15～13：45受付） 
◆交通事故巡回相談 
（木次合同庁舎／9：00～15：00） 
※希望される方は、前日15：00までに
予約を交通事故相談所   
　　0852ー22ー5102

◆断酒会 
（かもてらす／18：30～） 

◆発達クリニック 
（島根県木次健康福祉センター／ 
9：00～予約制） 

◆断酒会 
（木次町下熊谷地域福祉サブセンター
／19：00～） 

◆アルコールによる困りごと相談 
（島根県木次健康福祉センター／ 

13：00～予約制） 

◆サンサン教室・掛合地区 
（掛合公民館／9：30～） 
◆機能訓練 
（木次健康福祉センター／14：00～） 
◆つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

◆1歳6ヵ月・3歳児健診 
（掛合健康福祉センター／13:00～） 
◆水中ウォーク教室 
（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆いきいき運動教室 
（まめなかセンター／13:00～） 
◆赤ちゃん相談 
（木次健康福祉センター／9:30～11:30） 
◆乳児健診 
（大東健康福祉センター／3～4ヶ月児13:15～
13:30受付、9～10ヶ月児／13:45～14:00受付） 

◆予防接種（BCG） 
（大東健康福祉センター／ 

13：15～13：45受付） 
◆1歳6か月・3歳児健診 
（かもてらす／13：00～） 

◆いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆離乳食教室 
（木次健康福祉センター／9：00～
受付） 

◆乳児健診 
（木次健康福祉センター／13：00～
受付） 

◆離乳食教室 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆予防接種（ツベルクリン・ＢＣＧ） 
（かもてらす／13：00～） 

◆高速吉田地区再設計協議
調印式 
（吉田総合センター／10：00～） 
◆プチつくしっ子広場 
（かもてらす／10：00～） 

◆市政懇談会 
（チェリヴァホール／13：30～） 
◆冬季子ども教室 
（吉田公民館／10：00～要予約） 
◆冬季レクリエーションの集い 
（吉田勤労体育センター／13:00～） 
◆海潮温泉神代神楽の夕べ 
（古代鉄歌謡館／20:00～） 

◆妊婦・赤ちゃん相談 
（三刀屋健康福祉センター／10:00～） 
◆いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 

◆市政懇談会 
（ラメール／19：30～） 
 

◆市政懇談会 
（吉田総合センター／19：00～） 
◆いきいき運動教室 
（まめなかセンター／13：30～） 
◆ビリオネア大学の音楽劇 
「未来天然色」 
（ラメール／19：00～） 
◆アジアンシアター 
「シャンヤンの酒家」 
（チェリヴァホール／①14：00～②19：00～） 

◆市政懇談会 
（アスパル／19：00～） 
◆遊学チャレンジスクール 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

◆1歳6か月健診 
（木次健康福祉センター／9：00～受付） 
◆3歳児健診 
（木次健康福祉センター／13：00～受付） 
◆予防接種（ツベルクリン） 
（かもてらす／13：00～） 
◆尾崎亜美コンサート 
（ラメール／19：00～） 

◆さわやかクラブ 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆難病相談 
（出雲市塩冶町223－7） 
（財）島根難病研究所／13：00～16：00 
【問】　0853－22－9343

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆1歳6ヵ月・3歳児健診 
（三刀屋健康福祉センター／13：00～） 
◆サンサン教室・波多地区 
（波多公民館／9：30～） 
◆つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 
◆思春期精神相談 
（島根県木次健康福祉センター／13：30  予約制） 
◆吉田公民館出前講座 
（大吉田集会所／10：00～） 
◆定期巡回児童相談 
（掛合健康福祉センター／10：00～16：00） 
【問】　出雲児童相談所0853ー21－0007
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寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、防
寒
対
策
は
万

全
で
し
ょ
う
か
？
昭
和
38
年
の
豪
雪
い
わ
ゆ

る
サ
ン
パ
チ
豪
雪
。
降
り
積
も
っ
た
雪
で
交
通

機
関
は
麻
痺
、雪
の
重
み
で
住
宅
の
倒
壊
も
相

次
ぎ
ま
し
た
。
宍
道
湖
も
凍
っ
た
そ
う
で
す
。

夏
場
の
異
常
高
温
、多
く
の
台
風
上
陸
な
ど
、

今
年
の
冬
は
そ
の
と
き
に
似
て
い
る
そ
う
で

す
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」、「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」の
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
、い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い

自
然
災
害
に
万
全
の
体
制
で
備
え
ま
し
ょ
う
。 

　
と
こ
ろ
で
市
内
で
も
積
雪
量
は
か
な
り
違

い
ま
す
。
先
日
取
材
で
国
道
54
号
線
を
走
行

し
て
い
る
と
雪
景
色（
雪
を
か
ぶ
っ
た
木
々
、

道
路
沿
い
の
雪
深
さ
）が
変
わ
っ
て
い
く
の
を

目
に
し
ま
し
た
。
市
の
広
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
瞬
間
で
し
た
。 

　県立自然公園に指定され、日本の滝百
選にも選ばれている竜頭が滝。杉の巨木 
が並ぶ遊歩道を350ｍ歩いた先には雄
滝と雌滝があり、落差４０mの雄滝は、冬
でも凍らない十分な水量があります。 

た 

政策企画部　情報政策課 

・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！ 




